
２
　

特
集

　
わ

ん
つ

Ｃ
Ａ

Ｒ
の

１
日

４
　

令
和

４
年

度
　

入
園

・
入

学
式

７
　

新
採

用
職

員
の

紹
介

1
0
　

東
通

消
防

署
　

令
和

４
年

度
職

員
一

覧

今
月

の
表

紙
・

題
字

今
月

の
表

紙
・

題
字

村
で

は
初

め
て

と
な

る
移

動
販

売
車

が
誕

生
し

ま
し

た
！

そ
の

名
も
“

わ
ん

つ
Ｃ

Ａ
Ｒ

”
で

す
。

Ｐ
２

、
３

で
は

、
そ

ん
な
“

わ
ん

つ
Ｃ

Ａ
Ｒ

”
の

一
日

と
出

発
セ

レ
モ

ニ
ー

の
様

子
を

特
集

と
し

て
取

り
上

げ
ま

し
た

。

今
月

号
の

題
字

は
　“

東
通

中
学

校
　

３
年

生
　

三
み

國 く
に　

叶 か
な

夢
め

さ
ん

”

の
作

品
で

す
。

N
o
.6

8
2

N
o
.6

8
2

５５ 2
0

2
2

2
0

2
2
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特集　わんつＣＡＲの１日

わ ん つ Ｃ Ａ Ｒ 　 出 発 セ レ モ ニ ーわ ん つ Ｃ Ａ Ｒ 　 出 発 セ レ モ ニ ー

陳列された商品などを見学する畑中村長・丹内議長

津軽三味線奏者の八
ほ づ み

月朔日　健
け ん た

太さん 最優秀賞：三
み く に

國　巧
たく

さん

関係者によるテープカットの様子

広
報
ひ
が
し
ど
お
り
令

和
４
年
新
年
号
第
６
７
８

号
で
買
物
支
援
車
の
『
名

称
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

45
件
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
に
“わ
ん
つ
Ｃ
Ａ
Ｒ
”、

優
秀
賞
に
は
“
は
し
ぇ
ま

ー
る
”
が
選
ば
れ
、
受
賞

し
た
お
二
人
に
対
し
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

三
國
さ
ん
は
「
自
分
が
考

え
た
名
称

“わ
ん
つ
Ｃ
Ａ

Ｒ
”
が
採
用
さ
れ
、
素
敵

な
絵
と
音
楽
と
と
も
に
、

村
内
に
走
り
出
す
姿
を
見

た
と
き
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人

に
愛
さ
れ
る
存
在
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

ま
た
、
買
物
支
援
車
“わ

ん
つ
Ｃ
Ａ
Ｒ
”
が
走
行
時

に
流
す
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
作
曲
を

担
当
し
た
八
月
朔
日
さ
ん

が
、
寒
立
馬
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
と
い
う
楽
曲
に
込
め

た
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

「
寒
立
馬
の
よ
う
に
み

ん
な
に
愛
さ
れ
る
存
在
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
を

込
め
て
作
曲
し
ま
し
た
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

“子
ど
も
あ
と
り
え
プ
ラ
ン

タ
ン
”
は
、
子
ど
も
の
為
の
ア

ー
ト
教
室
で
、
現
在
、
幼
児

５
歳
か
ら
社
会
人
28
歳
ま
で
、

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
子

を
含
め
、
様
々
な
個
性
あ
る

55
名
が
ア
ー
ト
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
に

捕
ら
わ
れ
ず
、
様
々
な
材
料
、

様
々
な
手
法
で
制
作
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
絵

が
車
と
な
っ
て
東
通
村
を
走

り
、
東
通
村
の
方
々
が
少
し

で
も
明
る
く
、
元
気
な
気
持

ち
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
右
面
』　

森
の
生
き
物
た
ち　

『
右
面
』　

森
の
生
き
物
た
ち　

子
ど
も
た
ち
は
、
ひ
と
つ
で

も
生
き
物
を
大
切
に
し
、
い

つ
ま
で
も
森
を
守
り
た
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
、
小
学
２

年
生
５
人
が
共
同
で
描
き
ま

し
た
。

『
後
面
』　

海
の
生
き
物
た
ち　

『
後
面
』　

海
の
生
き
物
た
ち　

色
と
り
ど
り
の
サ
ン
ゴ
の
海

で
、
ス
イ
ス
イ
気
持
ち
良
さ
そ

う
に
泳
ぐ
魚
た
ち
。
自
分
た

ち
も
一
緒
に
泳
げ
た
ら
ど
ん

な
に
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う
と
想

像
し
て
小
学
２
年
生
６
人
が

共
同
で
描
き
ま
し
た
。

『
左
面
』　

縄
文
の
暮
ら
し　

『
左
面
』　

縄
文
の
暮
ら
し　

縄
文
時
代
は
一
万
年
も
続

い
た
時
代
と
言
わ
れ
、
先
人

た
ち
は
狩
り
を
し
、
魚
を
捕

り
、
火
を
起
こ
し
て
煮
焚
き

す
る
な
ど
沢
山
の
工
夫
が
あ

り
ま
し
た
。

小
学
５
年
生
７
人
が
三
内

丸
山
遺
跡
へ
行
き
、
縄
文
時

代
を
想
像
し
て
共
同
で
描
き

ま
し
た
。

優秀賞：橋
はしばた

端　ゆいさん

わんつＣＡＲのデザインを担当“子どもあとりえプランタン”わんつＣＡＲのデザインを担当“子どもあとりえプランタン”

『左面』“縄文の暮らし”『左面』“縄文の暮らし”
『後面』“海の生き物たち”『後面』“海の生き物たち”

『右面』“森の生き物たち”『右面』“森の生き物たち”
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買
物
支
援
車
“わ
ん
つ

Ｃ
Ａ
Ｒ
”
は
「
地
域
の
見

守
り
」
を
主
軸
に
、
見

守
り
が
必
要
な
方
や
買

物
に
困
り
ご
と
を
抱
え

る
方
を
支
援
す
る
た
め

誕
生
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
試
験

運
行
と
し
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
先
ず
は
地
域

の
高
齢
者
と
『
仲
良
く
』

な
れ
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

要
望
を
伺
い
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
運
用
し
て

い
き
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
『
個

人
の
見
守
り
か
ら
地
域

の
見
守
り
』『
地
域
の
活

性
化
』
に
つ
な
が
る
よ

う
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
目
標
で
す
。

実
際
に
買
い
物
に
訪

れ
た
方
に
話
を
聞
く
と

「
こ
の
よ
う
に
買
物
支
援

で
来
て
く
れ
る
と
、
普

段
買
い
物
に
行
け
な
い

の
で
、
非
常
に
助
か
る
。

仲
間
に
声
を
掛
け
て
、

ま
た
利
用
し
た
い
と
思

う
」
と
新
た
な
事
業
に

対
し
て
の
気
持
ち
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
近
所
で
声
を
掛
け
合

っ
て
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
ご
近
所

付
き
合
い
の
活
性
化
も

伺
え
ま
し
た
。

買
物
支
援
車
を
担
当

す
る
社
会
福
祉
協
議
会

の
藤
田
主
査
は
「
こ
の

買
物
支
援
車

を
キ
ッ
カ

ケ
に
何
十
年
ぶ
り
に
買

い
物
を
し
た
と
い
う
方

も
い
た
。
周
り
の
人
と

声
を
掛
け
合
っ
て
一
緒

に
連
れ
て
き
て
く
れ
る

人
も
い
た
。
と
て
も
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
人
と
人
と
の

繋
が
り
を
生
み
出
し
て

い
け
れ
ば
、
こ
の
買
物

支
援
車
の
存
在
に
意
味

が
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ

る
と
思
う
。
高
齢
者
の

見
守
り
に
加
え
て
、
買

い
物
難
民
の
方
た
ち
を

陰
か
ら
支
え
ら
れ
る
存

在
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で

す
」
と
思
い
を
話
し
、

今
後
の
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

特集　わんつＣＡＲの１日

買物支援車買物支援車　　わわんんつつＣＣＡＡＲＲ

買
い
物
難
民
と
高
齢
者
の
見
守
り
を
軸
に

買
い
物
難
民
と
高
齢
者
の
見
守
り
を
軸
に

村
民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
へ

村
民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
へ

月
曜
日

月
曜
日　

白
糠
地
区

火
曜
日

火
曜
日　

小
田
野
沢
地
区

水
曜
日

水
曜
日　

石
蕨
平
・
下
田

屋
・
上
田
屋
・
桑

原
・
蒲

野
沢
・
鹿
橋
・
石
持
地
区木

曜
日

木
曜
日　

尻
労
・
古
野
牛
川
・

入
口
・
稲
崎
・
東
栄
地
区

金
曜
日

金
曜
日　

施
設
・
打
合
せ
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これから始まる新生活！ドキドキの入園・入学式♪
４月７日、こども園ひがしどおり（坂﨑隆

浩園長）入園式、東通小学校（祐川文規校長）

入学式、東通中学校（折舘渉校長）入学式が

挙行され、９８名の園児・児童・生徒が新た

なスタートを切りました。

式では、新型コロナウイルスの影響で出席

者・内容を縮小しての開催にあたり、各園・

学校長からお詫びの言葉がありました。

こども園ひがしどおりには、１４名の子ど

も達が入園。保護者・職員らが子ども達の新

たな門出を祝いました。

新入園児は一人ひとり名前を呼ばれ、マイ

クを向けられると元気に返事をしていました。　

その後、新入園児たちは年長の園児からの、

お祝いの言葉で歓迎を受けました。

東通中学校の入学式では、４６名が新たに

中学生となりました。

新入生は担任が名前を呼ぶと、凛とした態

度で元気よく返事をしていました。

折舘渉校長からこれからの中学校生活に向

け、激励の言葉が送られました。また、誓い

の言葉では、新入生代表の古川沙耶さんが、

これから始まる新たな学校生活への希望の込

められた言葉を述べ、共に出席した新入生は、

中学校生活への期待に胸を膨らませていました。

東通小学校には、新たに３８名が入学。新入生入場

が始まると、緊張した面持ちながらもしっかりとした

足取りで、自分の席へと向かって歩いていました。

式では、祐川文規校長から新入生に向け、歓迎の言

葉と小学校の楽しさや沢山の魅力を伝えました。これ

から始まる新たな学校生活に新入学児童は目を輝かせ、

期待と不安に胸を躍らせ、聞きいっていました。
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令 和 ４ 年 度 新 採 用 職 員 の ご 紹 介令 和 ４ 年 度 新 採 用 職 員 の ご 紹 介

東通消防署

高
たか

樋
ひ

　凱
かい

皇
おう

 消防士

東通消防署

伊
い せ だ

勢田　龍
りゅうへい

平 消防士

総務課

伊
い せ だ

勢田　かずみ 主事

上下水道課

伊
いやなぎ

栁　亮
りょうすけ

佑 主事

農林畜産課

髙
たかはた

畑　美
み お

緒 主事

上下水道課

二
にほんやなぎ

本柳　柊
し ゅ う

有 主事

健康福祉課

吉
よ し だ

田　瞳
と う こ

子 看護士

建設課

菊
き く ち

池　凌
りょうへい

平 主事

消防の技術・知

識を身につけ、村

民の皆さんに安心

安全を与える消防

士を目指して頑張

ります。

知識や経験を沢

山身につけ、一日

でも早く村民の皆

さまのお役に立て

るよう努めますの

で、どうぞよろし

くお願いいたしま

す。

十年近くの社会

人生活を経て採用

になりました。学

ぶことが沢山あり

ますが、一日も早

く村に貢献できる

ように頑張ります。

より多くの方に

住みやすい村だと

感じてもらえるよ

う、村民の方と距

離の近い職員にな

りたいと思います。

住民の皆さまに

信頼される消防官

となれるよう日々

の訓練に励み、地

域の安心・安全を

守ります。

東通村の発展と

村民の皆様のお役

に立てるよう、向

上心と挑戦する気

持ちを忘れず日々

尽力いたします。

村民の皆様のこ

とを第一に考えた

生活、環境を提供

できるよう努力し

ていきたいと思い

ます。よろしくお

願いします。

ふるさと東通村

で勤務出来る事に

喜びを持ち、少し

でも早く村民の皆

様のお役に立てる

よう、日々努力し

ます。よろしくお

願いします！

第682号　　広報ひがしどおり　　（ 6 ）

「下北人に会いに行くオンラインツアー」「下北人に会いに行くオンラインツアー」
～岩屋青年会　能舞「鞍馬」LIVE中継～

この度、一般社団法人しもきたTABIあしすと（理事長：宮下宗一郎）と東通村がコラボし「下北人

に会いに行くオンラインツアー」と題し、東通村で伝統を守り続ける郷土保存連合会長である越善和

彦さんに会いに行く他、岩屋青年会による能舞「鞍馬」をオンライン（ZOOM）で鑑賞するツアーを企

画し４月１７日に開催しました。コロナ禍のため対面で披露する機会がここ数年全くない中、どうにか

能舞を披露できないか、全国の皆さんに発信できないか様々検討した結果、このような形で行うこと

になりました。当日は、北は北海道から、南は愛知県までの総勢７１名の皆様からお申込みいただき、

東通村の特産品をご自宅へお届けし食べながら飲みながら鑑賞していただくという、初の試みでした

が大盛況に終わることができました。

今後もこのような新しい挑戦に取り組み、視野を広げるような企画を考えていきたいと思います。
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Ｖｉｌｌａｇｅ　Ｅｖｅｎｔ　　　 村のできごと 村のできごと 

４/１１　令和４年　春の火災予防運動
防火パレード出動式

３/１７　燈の守り人クリアファイル
こども園・小・中学校へ贈呈

４/１２、１３　春の声かけ運動実施４/１９　東通村生産物等直売所オープン！

「おうち時間　家族で点検　火の始末」 を統一標語に青

森県春の火災予防運動が県下一斉にスタートしました。

１７日までの期間中、 県内各地において火災予防運動が

展開されました。

運動日初日の４月１１日、 東通消防署前で防火パレー

ド出動式が開催され、 東通消防署員による車両点検など

を行った後、 車両は警鐘を鳴らしながらそれぞれの地区

で火災予防広報を行いました。

これから乾燥した日が続くことが予想されるため、 火の

取り扱いには十分注意し、 火災予防に努めましょう。

この度、尻屋埼灯台を擬人化した『燈の守り人プ

ロジェクト』で、多くの人に東通村並びに尻屋埼灯

台を知っていただくキッカケとなってもらうべく、

擬人化されたキャラクターがプリントされたクリア

ファイルが完成しました。

完成に先駆けて、村内のこども園・小学校・中学

校の子どもたちに贈呈されました。

受け取った子どもからは「東通村が誇る尻屋埼灯

台と擬人化されたキャラクターがプリントされていて、

とてもカッコイイと思いました。大事に使いたいです」

と感想を話してくれました。

※写真は令和３年度時に東通小学校で撮影しました。

青森県が委嘱する東通村青少年健全育成推進員の

大津眞吉さんと田中隆さんが、春の声かけ運動を実

施しました。４月１２日に東通小学校、１３日は東通

中学校で、朝に登校する児童・生徒に対してあいさ

つをしました。明るくあいさつするお二人に元気良

く返事をする子どもたちは爽やかな気持ちになって

いました。

まだ肌寒い中声かけいただいたお二人に、毎朝登

校を見守っている先生方からも感謝の言葉がかけら

れました。

地域の皆様も、子どもたちの登校時のあいさつや

見守りにご協力ください。

今年も野牛川レストハウス隣に東通村生産物等直売

所がオープンしました。４月から１１月（１０時～なくなり次

第終了）までの９のつく９日・１９日・２９日に、東通村の今

が旬な海の幸・山の幸・里の幸を販売していきます。

朝一番に採れた、シイタケ、ホウレンソウなどの農産物が、

お買い得な値段で販売され、海産物は、岩のり、コンブな

どの乾物や、サクラマス、アンコウ、ホッケなどの当日水揚

げされた新鮮な魚が並び賑わいました。

直売所が開催される９のつく日は野牛川レストハウスで

大人気の東通牛の特売日も開催されています。毎月９の

つく日は生産物等直売所とレストハウスへぜひ、お越しく

ださい。
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Ｖｉｌｌａｇｅ　Ｅｖｅｎｔ　　　 村のできごと 村のできごと 

東通村原子力発電所安全対策委員会開催
～ 安全協定の運用・原子力防災の取組の状況などを報告 ～

原子力関連施設立地４市町村長による大臣要請

委員のご質問やご意見（リモート参加）

会議の風景

東北電力㈱・東京電力ＨＤ㈱の状況説明

３月２５日、東通村防災センターにおいて、東通村原子力発電
所安全対策委員会（会長：畑中稔朗村長）が開催されました。
この委員会は、村内の関係機関の長等により構成され、村の

原子力発電所に対する対応状況の報告や確認などを行うととも
に、ご意見などを伺い、村として、様々な対応をしていくため
に設置しているものです。
会議では、村から、東通原子力発電所東北電力１号機の安全

協定の運用状況、原子力防災の取組や今後の計画、原子力災害
医療の検討状況を報告しました。
委員から、ＰＡＺ（発電所から約５ｋｍ）圏内の方を対象に

実施している安定ヨウ素剤の事前配布について、未受領の理由
や医師から服用できないと判断された方の割合について質問が
あり、村から、配布対象者の関心が高まるよう広報活動を強化
していくこと、医師により服用できないと判断される方が非常
に少数であることなどの回答がありました。
また、東北電力㈱及び東京電力ホールディングス㈱から、そ

れぞれの状況について説明があり、委員からご意見等を伺いま
した。
東北電力１号機は、運転を停止中であり、原子力規制委員会

の新規制基準適合性に係る審査が継続中です。
東京電力１号機は、一部の作業を除き、工事の再開を見合わ

せており、新規制基準適合性に係る審査に向けて、地質調査や
設計検討などが進められています。
また、福島第一原子力発電所事故から１１年が経過しましたが、

国・県・事業者においては、引き続き、原子力防災対策や安全
対策について、様々な検討が進められています。
村としても、これらの状況を踏まえ、今後も、村民の安全と

安心のため、全力で取り組んでまいります。

４月１８日、原子力関連施設が立地するむつ市、大間
町、六ケ所村、東通村の市町村長で構成する「立地４市
町村長懇談会」による、萩生田経済産業大臣への要請を
オンラインにて行いました。

村からは、地元経済の疲弊や立地自治体の行財政のひ
っ迫、長期間停止している原子力発電所に対する国の姿
勢、長年国策である原子力事業へ協力してきた立地地域
への配慮を求めました。

萩生田経済産業大臣からは、原子力政策について、立
地自治体の理解のもと、推進していくという基本方針に
変わりは無い、国が前面に立って進めること、原子力発
電施設の運転停止により、立地地域の経済へ大きな影響
が出ていることを重く受け止めていること、立地自治体
の理解・協力なくしては、事業が出来ないことを肝に命じ、
国としてしっかりと取り組んでいくこと等の回答があり
ました。

今後も、原子力との共生を目指す「東通モデル」の推
進に向けて、引続き様々な機会を活用して、要望活動を
展開して参ります。



（11）　　広報ひがしどおり　　第682号 第682号　　広報ひがしどおり　　（10）

署　長署　長　相内　真一　副署長副署長　石田　晃之　総括主幹総括主幹　大舘　明彦

◆課長補佐級課長補佐級

　警防隊長（事務取扱　大舘明彦）　警防隊長　畑中　則雄　警防隊長　藤田　信二郎

　主　幹　秋田　浩克　主　幹　西山　正臣　主　幹　伊勢田　将孝　主　幹　伊勢田　寿美

◆係長級係長級

　・伊勢田　逸人　・中村　謙一　・花部　雅之　・澤田　直人　・三国　真也　・北上　大輔

　・山崎　友和　　・澤田　悠也　・署付　井戸向　良策（東通村併任）　・宮本　夏樹

◆主査級主査級

　・大関　侑也　・古澤　拓也

◆主任主任

　・向井　匡人　・川原田　元　・井戸端　竜太　・田中　亮太　・福島　達也　・東田　和樹

　・中里　大将　・大福　大陽　・谷内　　翼　　・角本　　陽

◆消防副士長消防副士長

　・小坂　隼斗　・吉田　　賢　・川上　央真　・木村　大海　・中村　駿輔　・川上　篤矢

　・杉本　辰馬

◆消防士消防士

　・宮下　昂大　・畑中　奏哉　　・小松　裕卓　・後藤　力玖　・坂本　優斗　・木村　海輝

　・賀佐　優太　・伊勢田　龍平　・高樋　凱皇

令和４年度　東通村職員一覧（東通消防署）

《東通消防署からのお知らせ》

林野火災に注意しましょう林野火災に注意しましょう
空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。毎年のように禁止されている

野焼きから火災が発生していますので絶対にしないでください。

山林では、たばこの吸い殻を地面に捨てず、携帯灰皿などを使用し、火気の

取り扱いには十分注意しましょう。

遭難に注意しましょう遭難に注意しましょう
例年、県内では山菜取りシーズンに遭難事故が多く発生しています。

次のことに注意して山菜採りに出かけましょう。

・行先と帰宅時間を家族に知らせる。　　・１人で入山せず、入山後も声を掛け合い離れない。・行先と帰宅時間を家族に知らせる。　　・１人で入山せず、入山後も声を掛け合い離れない。

・水や食料、防寒着を持ち歩く。　　　　・早めの帰宅を心掛け、迷ったら速やかに通報する。・水や食料、防寒着を持ち歩く。　　　　・早めの帰宅を心掛け、迷ったら速やかに通報する。

・開 催 日 時　　第１回　令和４年６月７日(火)、８日(水)の２日間

　　　　　　　　　第２回　令和４年７月５日(火)、６日(水)の２日間

　　　　　　 　　（いずれも午前９時２０分～午後４時２０分まで）

・場　　　　所　　むつ市中央公民館　講堂

・教 材 費　　３，５００円（受講料は無料）

・申し込み期限　　第１回　５月　９日(月)～５月２０日(金)

　　　　　　　　　第２回　６月１３日(月)～６月２４日(金) 

※いずれも定員に達し次第、締め切りとなります。ただし、防火管理者不

在の対象物などが優先される場合があります。

・申 込 先　　東通消防署（☎ ０１７５－２７－２１９９）

※新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行い開催します。ご協力をお願いいたします。

甲種防火管理者新規講習開催のご案内甲種防火管理者新規講習開催のご案内
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５月『プリザーブドフラワー教室』
開催日時：５月２２日（日）　午前の部：１０時～１２時、午後の部：１３時３０分～１５時３０分
開催場所：東通原子力発電所ＰＲ施設トントゥビレッジ『多目的ルーム』	
対　　象：中学生以上の方
内　　容：プリザーブドフラワーを使用した春色のトリピアーを製作
持 ち 物：特になし
定　　員：午前・午後とも各１０名
参 加 費：３００円（お支払いは現金のみとなります）
講　　師：日本フラワーデザイナー協会　澤田　幾子　氏
申込〆切：５月１０日（火）必着
申込方法：ハガキまたはメール本文に①イベント名(メールの場合は件名にも記載)、②郵便番号・住所、

③氏名・ふりがな、④年齢、⑤電話番号、⑥午前・午後(希望するほう)を明記の上ご応募
ください（１通につき１名のご応募となります）。
※当選者には、５月１１日(水)以降にハガキにてご案内の通知をいたします。
※応募者多数の場合は抽選となりますので、あらかじめご了承ください。

６月『料理教室』
開催日時：６月８日（水）１０時～１３時
開催場所：東通村保健福祉センター　野花菖蒲の里　『調理実習室』
対　　象：中学生以上の方
内 容：下北の食材を使用したお弁当作り（ミートボール・炊き込みご飯・鶏肉のカレー焼き・ほ

うれん草のツナ和えなど）※作ったお弁当は試食せずお持ち帰りとなります。
持 ち 物：エプロン・三角巾（バンダナ）・手拭き用タオル・上履き（スリッパ可）
定　　員：１０名
参 加 費：３００円（お支払いは現金のみとなります）
講　　師：管理栄養士　野呂　浩子　氏
申込〆切：５月２４日（火）必着
申込方法：ハガキまたはメール本文に①イベント名（メールの場合は件名にも記載）、②郵便番号・住所、

③氏名・ふりがな、④年齢、⑤電話番号を明記の上、ご応募ください（１通につき１名の
ご応募となります）。

　　　　　※当選者には、５月２５日（水）以降にハガキにてご案内の通知をいたします。
　　　　　※応募者多数の場合は抽選となりますので、あらかじめご了承ください。

＜問合せ先＞＜問合せ先＞
〒０３９－４２２３　青森県下北郡東通村大字小田野沢字見知川山１－８０９
東通原子力発電所ＰＲ施設 「トントゥビレッジ」　☎０１７５－４８－２７７７　糸 culture@tonttu-village.jp

計量器（はかり）定期検査についてのお知らせ
業務用（取引または証明用）の『はかり』は、計量法に基づく定期検査を受ける必要があります。業務用（取引または証明用）の『はかり』は、計量法に基づく定期検査を受ける必要があります。

東通村では、下記日程で実施しますので、忘れずに定期検査を受けましょう！東通村では、下記日程で実施しますので、忘れずに定期検査を受けましょう！

◍この検査は、商取引や証明に使用する『は

かり』が対象です。

（商店、工場、農協・漁協などでの受入れ検

査、宅配便、鮮魚・野菜の量り売りなど）

◍この検査を受けずにはかりを使用したり、

不合格器物を使っていると法律により処

罰されることがあります。

◍前回の検査を受けた方には別途お知らせ

いたします。

◍検査には手数料がかかります。

い　　　つ ど　こ　で

５月１８日（水）
13：00～13：30 目名地区 布名見の里
14：00～14：30 石持地区 活力倍増センター

５月１９日（木）
11：00～11：30 尻労漁村センター
13：00～13：30 岩屋漁業協同組合
14：00～15：00 尻屋漁業協同組合

５月２０日（金）
9：30～10：00 小田野沢漁業協同組合

10：30～11：00 白糠漁業協同組合老部支所
11：30～12：00 白糠漁業協同組合

計量についてのご相談・お問合せ計量についてのご相談・お問合せ

東通村商工観光課　　担当 尾崎　☎ 0175-27-2111（内線117）
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障 害 者 相 談 員 の ご 紹 介

北川松男（小田野沢）

連絡先　４８-２２０１

畑中久枝（小田野沢）

連絡先　４８-２４１８

竹林和子（野牛）

連絡先　２７-２４７６

令和４年４月１日より「障害者相談員」を３名の方に委嘱いたしました。
相談員は、地域において、障害のある方の相談に応じ、更生に必要な援助を行うとともに、障害の

ある方の地域活動の推進と福祉の増進に努めることを目的とします。
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（３月届出分）

★お誕生おめでとう

新谷　陽
よう

空
く

（明道）蒲野沢　　真手　颯
そう

汰
た

（智裕）砂子又

村田　　凪
なぎ

（伸也）早掛平

♥ご結婚おめでとうございます
相内　悠介（老　部）　　　　　ツ谷隆徳（砂子又）
秋元みなみ（老　部）　　　　舘　香菜子（砂子又）

●お悔やみ申し上げます
橋本　たい（岩　屋）85歳　　宮本　れつ（下田屋）88歳　　三國　昭子（尻　屋）68歳
東田　かじ子（白　糠）88歳　　澤田　順一（白　糠）93歳　　林　トヨミ（上田屋）87歳
髙嶋　德治（白　糠）97歳

住 民 の 窓住 民 の 窓

※個人のプライバシーを尊重する意味で載せてほしくない方は届出の際に係に申し出てくださるこ
とをお願い致します。

東通村の人口と世帯数
（令和４年３月末現在）（ ）内は前月比

人　口　６,００６（－１１）

　男　　３,１０５（－　３）

　女　　２,９０１（－　８）

世帯数　２,８１８（＋　６）

（ （
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水質検査結果のお知らせ水質検査結果のお知らせ
令和４年３月３日に実施した水道水水質検査結果は下表のとおりです。

検査依頼先 ： （一財)青森県薬剤師会 食と水の検査センター

採水年月日 採水場所 検査判定

令和４年３月３日 岩屋浄水場 水質基準に適合

令和４年３月３日 野牛浄水場 水質基準に適合

令和４年３月３日 大平滝浄水場 水質基準に適合

※定期検査のほか、毎日各浄水場の水

質検査を行い、安全で良質の水を供給

できるよう維持管理しております。

　水質検査に関するご質問やご意見は

上下水道課（上水道グループ）までご

連絡ください。

☎  ０１７５-２７-２１１１ （内線４５３）

上下水道課　下水道グループからのおしらせ上下水道課　下水道グループからのおしらせ
村内各浄化センターで、水に溶けない繊維素材、生活残飯、海草類、頭髪、プラスチック片等の不

要物の混入が、多数見受けられます。施設処理機器の故障の原因になりますので、次のことを厳守し
て頂きますようよろしくお願いします。

・水洗トイレでは、トイレットペーパーのみトイレットペーパーのみを使用し、水に溶けない繊維素材
（ティッシュペーパー、生理用品、紙おむつ、ウェットティッシュ、モップ等）

を流さない。
・生活残飯及び使用済食用油は、燃えるゴミとして処分生活残飯及び使用済食用油は、燃えるゴミとして処分し、下水道へ流さない。
（食用油は、低温で固まるため、配水管に付着し詰まりの原因になります）

・頭髪頭髪は、下水道へ流さない。
※　なお、各家庭の宅地内汚水枡を破損した場合は、早急に修繕下さるようお願いします。
　　また、公共枡（野花菖蒲を描いている枡）の破損及びその他相談がありましたら、上下水道課
　下水道グループまでご連絡下さい。

下水道へ加入されていない皆様へ下水道へ加入されていない皆様へ
東通村では、生活排水等による河川の汚染を防ぎ、動植物が生息できる環境造りを目的として、尻

屋浄化センター（尻屋地区）、中地区浄化センター（砂子又・桑原地区）、小田野沢浄化センター（小
田野沢地区）、白糠浄化センター（白糠・老部地区）の４施設により下水道施設の供用を開始しています。
まだ加入されていないご家庭は、加入促進にご協力頂きますようよろしくお願いします。

合併処理浄化槽の新設合併処理浄化槽の新設及び単独処理浄化槽・し尿処理用便槽の撤去単独処理浄化槽・し尿処理用便槽の撤去に

補助金補助金が支給されます。
村では、生活排水等による河川の汚水を防ぎ、動植物が生息できる環境作りを目的とし、下水道施

設が整備されていない地域において、合併処理浄化槽の新設及び単独処理浄化槽やし尿処理用便槽撤
去費用の一部を平成２６年度より補助しております。

なお、本事業は、令和４年度も引き続き継続して実施しますので、併せてお知らせいたします。

対象年度　：　令和元年度～令和５年度（単年度補助：各年８～１０軒程度を予定）
令和４年度：　補助金の交付決定を受けた日から令和５年１月末日までに合併処理浄化槽の設置が完

成し、令和４年１１月末日までに補助申請を提出できる方
対象区域　：　下水道施設が整備されていない地域
対 象 者　：　○新築で合併処理浄化槽を設置する方

○単独処理浄化槽及びし尿処理用便槽から合併処理浄化槽へ改修する方
補助金額　：　○合併処理浄化槽	 ５　人　槽	 ３５２,０００円

〈上限額〉		  ６～７人槽	 ４４１,０００円
		  ８人槽以上	 ５８８,０００円
	 ○単独処理浄化槽撤去　　　…	 ９０,０００円
	 ○し尿処理用便槽撤去　　　…	 ５０,０００円

※なお、合併処理浄化槽を設置した場合は、浄化槽の規模によって異なりますが、年間４～６万円程
度の維持費と、浄化槽法に伴う検査（年１回：有料）が必要です。

※　詳しくは、上下水道課　下水道グループにお問い合わせ下さい。
連絡・問合せ先：東通村上下水道課　下水道グループ

☎  ０１７５－２７－２１１１（内線４５６～４５７）
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自慢のペットを
広報に掲載しませんか？

『広報ひがしどおり』 に、皆
様の自慢の可愛いペットを掲載しません
か？下記の必要事項を写真に貼付し、東
通村広報係までお願いします。

メールでも受け付けております！
①ペットの名前　②飼い主様の名前
③住所　④電話番号　⑤ペットへの一言

《トピックスひがしどおり》や《わ
いほの得意料理（漁師飯・農家飯な
どジャンルは問いません）》の取材
依頼・応募もお待ちしております！

下記までお気軽にご連絡下さい♪

◆問合せ・申込先
東通村総務課総務Ｇ広報係
☎ 0175-27-２１１１（内線273）
糸soumu@vill.higashidoori.lg.jp

４月はこども園・小・中学校で
入園式・入学式が行われ、取
材・撮影をさせていただきました。

卒業式とはまた違った緊張感
がありますよね。

新入園児・児童・生徒の皆さ
んは晴々とした表情で、自信に
満ち溢れているように感じました。

そんな新１年生からの抱負を
Ｐ５に掲載しております。

東通村にも新採用職員の皆
さんが加わりしました。Ｐ６では皆
さんからの抱負を掲載していま
す。

村民の皆さまに１日でも早く顔
と名前を覚えていただけると嬉し
いです。

また、今号の題字は前号の習
字とはまた違った春らしい作品
ですね。

次号も楽しみにお待ちくださ
い！

♬　作り方・ポイント作り方・ポイント　♬
① 土鍋やホタテの貝殻に、水・煮干しを入れてダシを取ります。

② 味噌を溶かし、まつもを入れる。　 　 味噌は少し濃いめに溶かすのがポイント

まつもが緑色になったらＯＫ！

尻屋では、味噌貝焼きではなく、“まづぼかやぎ”とシンプル。この食べ方が一番“まつも”

の味や香りを感じることができます。

また、マスを入れて食べる家庭もあり、“まつも”と同じタイミングで火を入れていただく

のがベストです。

“岩のり”で食べると『のりかやぎ』になり、こちらも“岩のり”の香りを味わえるオスス

メの食べ方です。

作ってみる際は、ぜひ地元産の食材を手に取ってみるのもいいかもしれませんよ！

料　理　名料　理　名

昔ながらの郷土料理『まづぼかやぎ』昔ながらの郷土料理『まづぼかやぎ』

食材食材	 まつも（尻屋産）・・・・10ｇ

	 煮干し・・・・・・・・・（出汁用）

	 みそ・・・・・・・・・・小さじ１

	 水・・・・・・・・・・・20ｍｌ

	 サクラマス（お好み）・・3切れ

須

今回ご協力いただいたのは…今回ご協力いただいたのは…
「尻屋婦人会」「尻屋婦人会」

婦 人 会 長：石田 ゆかり さん婦 人 会 長：石田 ゆかり さん
副　会　長：南谷 杏里 さん副　会　長：南谷 杏里 さん
記　　　録：石田 静香 さん記　　　録：石田 静香 さん
他、会員の皆さん他、会員の皆さん

満 １ 歳 で ～ す ！

　満１歳で～す！のコー
ナーに子どもの写真を載
せたい方は、子どもが１
歳になる月の前月１０日
までに掲載事項を写真に
添付し総務課広報係まで
お届けください。
　メールでのご応募もお
待ちしております。
＜問合せ先＞＜問合せ先＞
　東通村総務課広報係
　☎２７－２１１１
soumu@vill.higasidoori.lg.jp


